
─ i ─



─ ii ─



─ i ─



─ ii ─
ii

PC Window/Mac PC
MLF

PC
PC OHP

 
Web Web

PC  



─ iii ─
iii



─ iv ─

 

 



─ v ─
v

 
MLF ( )  

 
 

 
 

19 20  
    

7   7 40  

8 30  8 30  

9 15  9 15 40 
10 00 50 20 10 00 50 20
11 55 20 11 55 20
12 50 15 12 50 15
13 40 15 13  15
14 35 10 14  10
15 35 10 15  10
16 40 10 16  10
17 40 10 17  10
18 40 10 18  10
19  00 19  00 
20  15 20   
21  00 21   

 
 
 
 

い
ば
ら
き
量
子
ビ
ー
ム

研
究
セ
ン
タ
ー



─ vi ─
vi

 
 
 



─ vii ─
vii



─ viii ─



─ ix ─



─ x ─



─ xi ─

講演一覧

S-1

特別講演　「半導体における強磁性」....................................................................................... 3

　大野英男 1*

　東北大学 1

O1-1

鉄系超伝導体の磁気励起スペクトル....................................................................................... 4

　佐藤正俊 1,2,5、 川股隆行 2,5*、 小林義明 2、 5、 安井幸夫 2,5、 鈴木一範 2、 飯田健文 2、 伊藤正行 2,5、

　茂吉武人 3、 元屋清一郎 3、 梶本亮一 1、 中村充孝 4、 稲村泰弘 4、 新井正敏 4

　総合科学研究機構 1、 名大 ・ 理 2、 東理大 ・ 理工 3、 J-PARC センター 4、 JST TRIP 5

O1-2

トランスサイレチンの結晶構造解析....................................................................................... 5

　横山武司 1*、 水口峰之 1、 鍋島裕子 1、 日下勝弘 2、 山田太郎 2、 細谷孝明 2,3、 大原高志 4、 栗原和男 5、

　友寄克亮 2、 田中伊知朗 2,3、 新村信雄 2

　富山大学 大学院医学薬学研究部 （薬学） 1、 茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 2、

　茨城大学 工学部 3、 総合科学研究機構 東海事業センター 4、

　日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究部門 5

O1-3

中性子回折による ITER 用大型超伝導導体の内部歪測定......................................................... 6

　小泉徳潔 1*、 ステファヌスハルヨ 2、 中嶋秀夫 1、 相澤一也 2、 町屋修太郎 3、 長村光造 4

　原子力機構 核融合研究開発部門 1、 原子力機構 J-PARC センター 2、 大同大学 3、 応用科学研究所 4

O1-4

μ+SR で調べるオリビン系 LiMPO4 の低温磁性と高温拡散...................................................... 7

　杉山純 1、 野崎洋 1、 原田雅史 1、 蒲沢和也 2、 池戸豊 3、 三宅康博 3、 小林玄器 4、 菅野了次 5、

　O. Ofer6、 E. J. Ansaldo6、 J. H. Brewer6,7、 M. Mansson8

　豊田中研 1、 総合科学研究機構 2、 高エネ研 3、 神奈川大 4、 東工大 5、 TRIUMF 6、

　Univ. of British Columbia 7、 PSI 8

O2-1

水銀ターゲット容器の損傷観測と新型ターゲットへの交換...................................................... 8

　羽賀勝洋 1、 涌井　隆 1、 直江崇 1、 粉川広行 1、 木下秀孝 1、 勅使河原誠 1、 春日井好己 1、 関正和 1、

　花野耕平 1、 鈴木徹 1、 伊藤学 1、 二川正敏 1

　J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1



─ xii ─

O2-2

J-PARC/MLF/MUSE におけるミュオン標的の開発................................................................ 9

　牧村俊助 1*、 三宅康博 1、 河村成肇 1、 小林庸男 1、 小嶋健児 1、 幸田章宏 1、 ストラッサーパトリック 1、

　下村浩一郎 1、 藤森寛 1、 中村惇平 1、 西山樟生 1、 吉村豊房 1、 門野良典 1

　J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1

O2-3

ガス型2 次元中性子検出器開発について................................................................................10

　藤健太郎 1*、 中村龍也 1、 坂佐井馨 1、 曽山和彦 1、 山岸秀志 2

　J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 日本アドバンストテクノロジー 2

O2-4

中性子分光型イメージングとイメージングデバイスの開発現状...............................................11

　加美山隆 1*、 後神進史 1**、 Anton S. Tremsin2、 高森隆輔 1、 鮎川直彦 1、 佐藤博隆 3、 木野幸一 1、

　鬼柳善明 1

　大学院工学研究院 北海道大学 1、 Space Sciences Laboratory, University of California at Berkeley 2、

　J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 3

　（現） 廃棄物燃料輸送安全部 原子力安全基盤機構 **

O2-5

Ge 検出器を用いた J-PARC/ANNRI での 244Cm 及び 246Cm の中性子捕獲反応断面積測定..........12

　木村敦 1*、 大島真澄 1、 太田雅之 1、 北谷文人 1、 金政浩 1、 小泉光生 1、 後神進史 1a、 藤暢輔 1、

　中村詔司 1、 原かおる 1、 原田秀郎 1、 廣瀬健太郎 1、 古高和禎 1、 井頭政之 2、 片渕竜也 2、 水本元治 2、

　木野幸一 3、 鬼柳善明 3、 高宮幸一 4、 福谷哲 4、 藤井俊行 4、 堀順一 4

　日本原子力研究開発機構 1、 東京工業大学 東京工業大学 2、 北海道大学 3、 京都大学 4、

　現原子力安全基盤機構 a

O3-1

高容量 Li イオン二次電池用正極活物質の結晶構造解析..........................................................13

　渡邉学 1、 茂筑高士 2、 伊藤淳史 1、 大澤康彦 1、 千葉啓貴 1、 秦野正治 1、 堀江英明 1

　日産自動車 （株） 総合研究所 1、 （独） 物質 ・ 材料研究機構 超伝導物性ユニット材料開発グループ 2

O3-2

世界最高の伝導率を持つイオン超伝導体とその構造...............................................................14

菅野了次 1*、 平山雅章 1、 釜谷則昭 1、 本間健司 1、 山川裕一郎 1、 米村雅雄 2、 神山崇 2、 加藤裕樹 3、

濱重規 3、 川本浩二 3、 三井昭男 3

東京工業大学大学院総合理工学研究科 1、 高エネルギー加速器研究機構 2、 トヨタ自動車株式会社 3



─ xiii ─

O3-3

高強度全散乱装置（NOVA）による水素貯蔵材料の構造研究..................................................15

池田一貴 1、大友季哉 1、大下英敏 1、金子直勝 1、坪田雅己 1、瀬谷智洋 1、鈴谷賢太郎 2、折茂慎一 3、

他 NOVA グループ

高エネルギー加速器研究機構 1、 日本原子力研究開発機構 2、 東北大学 3

O3-4

水素貯蔵材料 LiAlH4 と Li3AlH6 における水素放出の前駆現象................................................16

　佐藤豊人 1*、 大友季哉 2、 Jörg Neuefeind3、 Mikhail Feygenson3、 富安啓輔 4、 折茂慎一 5、 山田和芳 1,5

　東北大学原子分子材料科学高等研究機構 （WPI-AIMR） 1、

　高エネルギー加速器研究機構 （KEK） 物質構造科学研究所 2、

　Oak Ridge National Laboratory, Spallation Neutron Source （SNS） 3、

　東北大学大学院理学研究科物理学専攻 4、 東北大学金属材料研究所 5

O3-5

ナフィオン超薄膜の構造解析................................................................................................17

　原田雅史 1*、 工藤憲治 1、 杉山純 1、 山田悟史 2、 John Webster3

　豊田中央研究所 1、 高エネルギー加速器研究機構 2、 ISIS 3

O4-1

新規超弾性材料及び超弾性機構.............................................................................................18

　安田弘行 1*、 丸山武紀 1、 S. Harjo2、 伊藤崇芳 3

　大阪大学大学院工学研究科 1、 J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、 CRSS 東海事業センター 3

O4-2

SrTiO3、BaTiO3 の酸素欠損と不純物水素状態......................................................................19

　岩崎誉志紀 1,2*、 常行真司 2

　太陽誘電株式会社 1、 東京大学大学院理学系研究科 2

O4-3

LaD2 の圧力誘起相分離に伴う新規水素化物の形成.................................................................20

　町田晃彦 1*、本田充紀 1、服部高典 1,2、佐野亜沙美 1,2、綿貫徹 1、片山芳則 1、青木勝敏 1、小松一生 3、

　有馬寛 2、 大下英敏 4、 大友季哉 4、 D.Y. Kim5

　量子ビーム応用研究部門 日本原子力研究開発機構 1、J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、

　理学系研究科 東京大学大学院 3、 物質構造科学研究所 高エネルギー加速器研究機構 4、

　Geophysical Laboratory Carnegie Institution of Washington 5



─ xiv ─

O4-4

希土類単分子磁石のスピンダイナミクス...............................................................................21

　古府麻衣子 1*、 梶原孝志 2、 中野元裕 3、 中島健次 4、 河村聖子 4、 菊地龍弥 4、 稲村泰弘 4、

　山室修 1

　東京大学 物性研究所 1、 奈良女子大学 2、 大阪大学 3、 J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 4

O5-1

凝縮相におけるミュオン転移過程の研究...............................................................................22

　篠原厚 *、 藤原一哉、 笠松良崇、 二宮和彦１、 髭本亘１、 P. Strasser2、 河村成肇 2、 三宅康博 2、

　三浦太一 2、 久保謙哉 3、 長友傑 3

　大阪大学大学院理学研究科、 日本原子力研究開発機構 ･ 先端基礎研究センター１、

　高エネルギー加速器研究機構 ・ J-PARC センター２、 国際基督教大学理学部 3

O5-2

BL16 中性子反射率計を用いたソフト界面の研究...................................................................23

　山田悟史 1、 御田村紘志 2,3、 寺山友規 3、 小林元康 2,3、 堀之内綾信 3、 藤井義久 3、 田中敬二 3、

　張山直宏 4、 鳥飼直也 4、 犬束学 5、 横山英明 5、 川口大輔 6、 井上倫太郎 7、 金谷利治 7、 瀬戸秀紀 1、 

　高原淳 2,3

　KEK 1、 JST/ERATO 2、 九州大学 3、 三重大 4、 東京大学 5、 名古屋大学 6、 京都大学 7

O5-3

単結晶フォトクロミック白金錯体の中性子構造解析...............................................................24

　大原高志 1*、松下信之 2、荒木孝誠 3、中村振一郎 4、尾関智二 5、田中伊知朗 6、日下勝弘 6、細谷孝明 6、

　山田太郎 6、 栗原和男 7、 新村信雄 6

　総合科学研究機構 1、 立教大学 2、 東京大学 3、 理化学研究所 4、 東京工業大学 5、 茨城大学 6、

　日本原子力研究開発機構 7



─ xv ─

ポスター発表一覧

P-1

チョッパー分光器「四季」の現状.........................................................................................27

梶本亮一 1、 中村充孝 2、 稲村泰弘 2、 池内和彦 1、 S. Ji1、 水野文夫 3、 中島健次 2、 河村聖子 2、

横尾哲也 4、 中谷健 2、 丸山龍治 2、 曽山和彦 2、 高橋伸明 2、 柴田薫 2、 佐藤節夫 4、 伊藤幸弘 2、

岩橋孝明 2、 神原理 2、 田中浩道 2、 山内康弘 2、 細谷倫紀 2、 相澤一也 2、 新井正敏 2

総合科学研究機構 東海事業センター 1、 J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、

東北大学 大学院理学研究科 3、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 4

P-2

MLF チョッパー型中性子非弾性散乱装置におけるソフトウェア開発......................................28

稲村泰弘 1*、 中谷健 1、 中島健次 1、 梶本亮一 2、 池内和彦 2、 大友敏哉 3、 鈴木次郎 3、 新井正敏 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 総合科学研究機構 2、

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 3

P-3

パルス中性子非弾性散乱実験の高効率測定に向けた MAGIC チョッパーの開発.......................29

中村充孝 1*、 神原理 1、 篠原武尚 1、 池内和彦 2、 梶本亮一 2、 中島健次 1、 Th. Krist3、 横尾哲也 4、

新井正敏 1、 鈴木淳市 2、 原田正英 1、 及川健一 1、 前川藤夫 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 総合科学研究機構 東海事業センター 2、

Helmholtz Zentrum Berlin 3、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 4

P-4

鉄系超伝導体 LaFePO0.9 の非弾性中性子散乱.........................................................................30

石角元志 1,2,3,4、 樹神克明 1,4、 梶本亮一 1,2,4、 中村充孝 2、 稲村泰弘 2、 脇本秀一 1,4、 伊豫彰 3,4、

永崎洋 3,4、 新井正敏 2,4、 社本真一 2,4、 Tao Hong5、 Jacques Ollivier6、 Hannu Mutka6

総合科学研究機構 1、 日本原子力研究開発機構 2、 産業技術総合研究所 3、 JST, TRIP 4、

オークリッジ国立研究所 5、 ILL 6

P-5

Monte Carlo シミュレーションによる MAGIC チョッパーの性能評価.....................................31

池内和彦 1*、 中村充孝 2、 神原理 2、 篠原武尚 2、 梶本亮一 1、 鈴木淳市 1、 原田正英 2、 及川健一 2、

前川藤夫 2、 中島健次 2、 横尾哲也 3、 Th. Krist4、 新井正敏 2

東海事業センター 総合科学研究機構 1、 J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 3、 Helmholtz Zentrum Berlin 4



─ xvi ─

P-6

Si 結晶アナライザー背面反射型分光器 DNA の開発...............................................................32

柴田薫 1*、 高橋伸明 2、 川北至信 2、 蒲沢和也 1、 山田武 1、 上野広樹 2、 島倉宏典 2、 中島健次 2、

神原理 2、 稲村泰弘 2、 中谷健 2、 相澤一也 2、 曽山和彦 2、 及川健一 2、 田中浩道 2、 岩橋孝明 2、

伊藤幸弘 2、 細谷倫紀 2、 山内康弘 2、 佐藤卓 3、 中川洋 4、 藤原悟 4、 Ferenc Mezei5、

Hannu Mutka6、 Dan Neumann6、 新井正敏 2

総合科学研究機構 CROSS 1、 原子力機構 J-PARC 2、 東大物性研 3、 原子力機構量子ビーム 4、

BNC Hungary 5、 ILL France 6、 NIST USA 7

P-7

茨城県生命物質構造解析装置 iBIX における現在の状況..........................................................33

日下勝弘 1*、 細谷孝明 1、 山田太郎 1、 友寄克亮 1、 大原高志 2、 栗原和男 3、 横山武司 4、 片桐政樹 1、

田中伊知朗 1、 新村信雄 1

フロンティア応用原子科学研究センター 茨城大学 1、 東海事業センター 総合科学研究機構 2、

量子ビーム応用研究部門　日本原子力研究開発機構 3、 医学薬学研究部 富山大学大学院 4

P-8

2 次元シンチレータ検出器高度化、データ収集エレクトロニクス
および制御ソフトウェア開発................................................................................................34

細谷孝明 1*、片桐政樹 1、中村龍也 2、海老根守澄 2、美留町厚 2、曽山和彦 2、大原高志 3、栗原和男 2、

新村信雄 1、 田中伊知朗 1

茨城大学 1、 日本原子力研究開発機構 2、 総合科学研究機構 3

P-9

正方晶系ニワトリ卵白リゾチーム（HEWL）の水和構造の pH 依存性の解明に向けて..............35

石井僚 1*、 田中伊知朗 2,3

茨城大学大学院 理工学研究科 物質工学専攻 1、茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 2、

茨城大学 工学部 3

P-10

茨城県生命物質構造解析装置 iBIX の成果.............................................................................36

田中伊知朗 1,2*、 日下勝弘 2、 山田太郎 2、 細谷孝明 1,2、 友寄克亮 2、 横山武司 2、 大原高志 4,5、

栗原和男 5,6、 片桐政樹 2、 新村信雄 2

茨城大学 工学部 1、 茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 2、

富山大学大学院 医学薬学研究部 3、 総合科学研究機構 東海事業センター 4、

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 5、 日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究部門 6



─ xvii ─

P-11

単斜晶系 HEWL（ニワトリ卵白リゾチーム）水和構造の pH 依存性解明に向けて....................37

野崎大和 1*、 田中伊知朗 2,3

茨城大学大学院理工学研究科 1、 茨城大学フロンティア応用原子科学研究センター 2、

茨城大学工学部 3

P-12

単結晶中性子回折によるモリブデンオキソ錯体中の水素結合の解析........................................38

尾関智二 1*、大原高志 2、下野貴弘 1、田中伊知朗 3、日下勝弘 3、細谷孝明 3、山田太郎 3、栗原和男 4、

新村信雄 3、 定金正洋 5、 上田渉 6、 Wang Feng6,7

東京工業大学大学院理工学研究科物質科学専攻 1、総合科学研究機構（CROSS）東海事業センター 2、

茨城大学フロンティア応用科学研究センター 3、 原子力機構量子ビーム応用研究部門 4、

広島大学大学院工学研究科 5、 北海道大学触媒化学研究センター 6、

Dalian Institute of Chemical Physics, Chinese Academy of Science 7

P-13

鉛ハロゲン系有機 - 無機複合化合物 C4H8ONH2-PbBr3 の結晶構造と電子状態...........................39

川崎卓郎 1*、 高橋美和子 2、 大嶋建一 2、 大原高志 1,3、 田中伊知朗 4,5、 日下勝弘 4、 細谷孝明 4,5、

栗原和男 1,6、 新村信雄 4、 山田太郎 4

日本原子力研究開発機構 J-PARC センター 1、 筑波大学 数理物質科学研究科 2、

総合科学研究機構 東海事業センター 3、 茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 4、

茨城大学 工学部 5、 日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究部門 6

P-14

共鳴状態からの核分裂特性...................................................................................................40

西尾勝久 1*、 牧井宏之 1、 西中一朗 1、 太田周也 1、 光岡真一 1、 木村敦 2、 明午伸一朗 3、 原田秀郎 2、

大槻勤 4、 千葉敏 1

先端基礎センター 日本原子力研究開発機構 1、

原子力基礎工学研究部門 日本原子力研究開発機構 2、 J-PARC センター 3、 東北大学 4

P-15

パルス中性子を用いた多重即発ガンマ線分析法の開発............................................................41

藤暢輔 1*、 古高和禎 1、 原かおる 1、 原田秀郎 1、 廣瀬健太郎 1、 木村敦 1、 金政浩 1、 北谷文人 1、

小泉光生 1、 中村詔司 1

原子力基礎工学研究部門 日本原子力研究開発機構 1



─ xviii ─

P-16

BL05/NOP–Neutron Optics and Physics Beamline...............................................................42

T. Ino1、 K. Mishima1、 Y. Arimoto1、 K. Taketani1、 S. Muto1、 H. M. Shimizu1、 H. Otono2、 H. Oide2、

R. Katayama2、 T. Yamada2、 N. Higashi2、 S. Yamashita2、 H. Sumino2、 S. Imajo3、 H. Funahashi3、

M. Kitaguchi4、 M. Hino4、 Y. Iwashita5、 T. Yoshioka6、 K. Sakai7、 Y. Seki8、 K. Hirota8、 Y. Otake8 

and the NOP callaboration

KEK 1、 ICEPP, University of Tokyo 2、 Kyoto University 3、 KURRI, Kyoto University 4、

ICR, Kyoto University 5、 Kyushu University 6、 J-PARC/JAEA 7、 Riken 8

P-17

中性子共鳴スピンエコー分光器群（VIN ROSE）の
ビームライン設計のための数値シミュレーション..................................................................43

小田達郎 1*、 日野正裕 2、 北口雅暁 2、 川端祐司 2、 海老澤徹 3、 山田悟史 4、 瀬戸秀紀 4

京都大学大学院 工学研究科 1、 京都大学原子炉実験所 2、 日本原子力研究開発機構 3、

高エネルギー加速器研究機構 4

P-18

SuperHRPD の現状報告.......................................................................................................44

鳥居周輝 1*、 米村雅雄 1、 Junrong Zhang1、 Teguh Y. S. Panca Putra1、 Ping Miao1、 室屋孝司 1、

富安亮子 1、 野田幸男 2、 神山崇 1

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1、 東北大学 2

P-19

希土類３元系化合物 TbPd1-xNixAl の同相構造相転移.............................................................45

北澤英明 1、 河村幸彦 1,2、 門馬綱一 1、 加藤誠一 1、 辻井直人 1、 茂筑高士 1、 Andreas Dönni1、

Lukas Keller3、 Jiri Prchal4、 Pavel Javorský4、 Junrong Zhang5、 鳥居周輝 5、 米村雅雄 5、 神山崇 5

物質 ・ 材料研究機構 1、 総合科学研究機構 （CROSS） 2、

Laboratory for Neutron Scattering, Paul Scherre Institut （PSI） 3、

Department of Condensed Matter Physics, Charles University 4、 高エネルギー加速器研究機構 5

P-20

Novel Monolayer Shields of SPICA at BL09 of J-PARC.........................................................46

M. Kawai1、 M. Yonemura1、 S. Torii1、 T. Muroya1、 K. Mori2、 T. Fukunaga2、 T. Kamiyama1

Instituteof Materials Structure Science, High Energy Accelerator Research Organization 1、

Reearch Reactor Institute, Kyoto University 2



─ xix ─

P-21

BL10“NOBORU”の現状とパルス中性子イメージング実験に向けた高度化...........................47

前川藤夫 1、原田正英 1、及川健一 1、大井元貴 1、甲斐哲也 1、酒井健二 1、春日井好己 1、明午伸一郎 1、

篠原武尚 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1

P-22

BL11 建設すご録.................................................................................................................48

服部高典 1,2、 佐野亜沙美 1,2、 有馬寛 3、 内海渉 1,2、 永井隆哉 4、 飯高敏晃 5、 鍵裕之 6、 片山芳則 1、

井上徹 7、 八木健彦 6

JAEA 量子ビーム応用研究部門 1、JAEA J-PARC センター 2、東北大 3、北海道大学 4、理研 5、東京大 6、

愛媛大 7

P-23

準安定な氷高圧相へのアプローチ.........................................................................................49

小松一生 1*、 山口祐 1、 鍵裕之 1

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設 1

P-24

BL11 に導入される高温高圧発生装置
6 軸型マルチアンビルプレスの概要と現状.............................................................................50

佐野亜沙美 1*、 服部高典 1、 有馬寛 2、 内海渉 1、 八木健彦 2、 鍵裕之 3

日本原子力研究開発機構 1、 東北大学 2、 東京大学 3

P-25

マグマ観察に向けた超高圧実験用中性子カメラの導入............................................................51

井上徹 1、 有馬寛 2*、 阿部淳 3、 佐野亜沙美 3,4、 服部高典 3,4

地球深部ダイナミクス研究センター 愛媛大学 1、 金属材料研究所 東北大学 2、

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 3、 量子ビーム応用研究部門 日本原子力研究開発機構 4

P-26

高分解能チョッパー分光器の近況.........................................................................................52

伊藤晋一 1、 横尾哲也 1、 佐藤節夫 1、 川名大地 1、 矢野真一郎 2、 佐藤卓 3、 益田隆嗣 3、 吉澤英樹 3

高エネルギー加速器研究機構 1、 青山学院大学 2、 東京大学 3

P-27

一次元ハイゼンベルグ型反強磁性体における励起エネルギーの増大........................................53

伊藤晋一 1、 横尾哲也 1、 矢野真一郎 2、 川名大地 1、 田中秀数 3、 遠藤康夫 1

高エネルギー加速器研究機構 1、 青山学院大学 2、 東京工業大学 3



─ xx ─

P-28

YVO3 における軌道波の検出................................................................................................54

川名大地 1*、 村上洋一 1、 横尾哲也 1、 伊藤晋一 1、 A.T. Savich2、 G.E. Granroth2、 池内和彦 3、

中尾裕則 1、 岩佐和晃 4、 福田龍一郎 5、 宮坂茂樹 5、 田島節子 5、 石原純夫 4、 十倉好紀 6,7,8

KEK 物構研 1、 ORNL-NSSD 2、 総合科学研究機構 3、 東北大院理 4、 阪大院理 5、

理研 CERG & CMRG 6、 東大院工 7、 ERATO 8

P-29

冷中性子ディスクチョッパー型分光器 AMATERAS の現状...................................................55

中島健次 1*、 河村聖子 1、 菊地龍弥 1、 中村充孝 1、 梶本亮一 2、 稲村泰弘 1、 高橋伸明 1、

相澤一也 1、 鈴谷賢太郎 1、 柴田薫 2、 中谷健 1、 曽山和彦 1、 田中浩道 1、 岩橋孝明 1、 神原理 1、

伊藤幸弘 1、 加倉井和久 3、 Ruep E. Lechner4、 Ferenc Mezei5、 新井正敏 1

J-PARC センター 1、 総合科学研究機構 2、 日本原子力研究開発機構 3、 Helmholtz Centre Berlin 4、

Hungarian Academy of Sciences 5

P-30

二量体生成消滅過程を持つ分子液体 Se2Br2 の動的構造解析....................................................56

島倉宏典 1,2*、川北至信 2、稲村泰弘 2、菊地龍弥 2、上野広樹 1,2、中村充孝 2、中島健次 2、河村聖子 2、

柴田薫 3、 新井正敏 2、 武田信一 1

九州大学院理学府 1、 J-PARC センター 2、 CROSS 3

P-31

分子性導体における磁気励起の観測に向けて.........................................................................57

河村聖子 1*、 中島健次 1、 稲村泰弘 1、 菊地龍弥 1、 谷口弘三 2

J-PARC センター 1、 埼玉大学大学院理工学研究科 2

P-32

Low-energy dynamics in silicate glasses..............................................................................58

K. Suzuya1、 M. Nakamura1、 K. Nakajima1、 S. Kohara2、 T. Kikuchi1、 S. Ohira-Kawamura1、

Y. Inamura1、 M. Inui3、 S. Hosokawa4、 K. Shibata1、 S. Tsutsui2, A.Q.R. Baron2

J-PARC Center, Japan Atomic Energy Agency 1、 Japan Synchrotron Radiation Research Institute 2、

Hiroshima University 3、 Hiroshima Institute of Technology 4

P-33

AMATERAS を用いたプロパノール水溶液の中性子準弾性散乱.............................................59

中田克 1、 大野哲史 2、 丸山健二 3*

物性研究所 東京大学 1、 大学院自然科学研究科 新潟大学 2、 理学部 新潟大学 3



─ xxi ─

P-34

準弾性散乱のモデルフリーな解析法の水への適用..................................................................60

菊地龍弥 1*、 中島健次 1、 河村聖子 1、 稲村泰弘 1、 山室修 2、 古府麻衣子 2

J-PARC センター 1、 東大物性研 2

P-35

Development of the small- and wide-angle neutron scattering instrument
TAIKAN of J-PARC............................................................................................................61

J. Suzuki1,2、 S. Takata1、 T. Shinohara1、 T. Oku1、 T. Nakatani1、 Y. Inamura1、 T. Tominaga1、

K. Suzuya1、 K. Aizawa1、 M. Arai1、 T. Otomo1、 H. Iwase2、 K. Ohishi2、 T. Ito2、 H. Kira2、

M. Sugiyama3

Neutron Science Section, J-PARC Center 1、

Research Center for Neutron Science and Technology, CROSS 2、

Research Reactor Institute, Kyoto University 3

P-36

BL15 大観の性能およびソフトウェア開発.............................................................................62

高田慎一 1*、 鈴木淳市 1,4、 篠原武尚 1、 中谷健 1、 稲村泰弘 1、 伊藤崇芳 4、 奥隆之 1、 大石一城 4、

岩瀬裕希 4、 富永大輝 1、 大友季哉 2、 杉山正明 3、 相澤一也 1、 鈴谷賢太郎 1、 新井正敏 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 2、

粒子線基礎物性研究部門 京都大学原子炉実験所 3、

東海事業センター利用研究促進部 総合科学研究機構 （CROSS） 4

P-37

ソフトマターの大観を用いた中性子散乱研究
－高強度ダブルネットワークゲルを例に－............................................................................63

富永大輝 1*、 鈴木淳市 2、 高田慎一 1、 篠原武尚 1、 奥隆之 1、 中谷健 2、 稲村泰弘 2、 鈴谷賢太郎 1、

相澤一也 1、 新井正敏 1、 大友季哉 3、 岩瀬裕希 2、 大石一城 2、 伊藤崇芳 2、 吉良弘 2、 杉山正明 4

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 総合科学研究機構 （CROSS） 東海事業センター 2、

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 3、 京都大学 原子炉実験所 4

P-38

試料水平型中性子反射率計 SOFIA........................................................................................64

山田悟史 1、御田村紘志 2,3、鳥飼直也 4、下ヶ橋秀典 1、瀬戸秀紀 1、杉田宰 5、古坂道弘 5、小田達郎 6、

日野正裕 6、 高原淳 2,3

KEK 1、 JST/ERATO 2、 九州大学 3、 三重大 4、 北海道大学 5、 京都大学 6



─ xxii ─

P-39

MPPC を用いた中性子位置敏感型検出器の開発.....................................................................65

佐藤節夫 1*、 坂口将尊 1、 瀬谷智洋 1、 武藤豪 1

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1

P-40

試料垂直型偏極中性子反射率計「写楽」（BL17）の始動.........................................................66

山﨑大 1,3、 武田全康 1,3、 林田洋寿 1、 丸山龍治 1、 曽山和彦 1,3、 久保田正人 1,3、 朝岡秀人 1,3、

山崎竜也3、 坂佐井馨 1、 藤健太郎 1、 中村龍也 1、 山岸秀志 1、 及川健一 1、 中谷健 1、 稲村泰弘 1、

篠原武尚 1、 有馬寛 1、 金子耕士 1,3、 吉田登 4、 坂口佳史4、 水沢まり 4、 伊藤崇芳 4、 大原高志 4、

平野辰巳 5、 鈴谷賢太郎 1、 相澤一也 1、 神山崇 2、 新井正敏 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 2、

量子ビーム応用研究部門 日本原子力研究開発機構 3、 総合科学研究機構 （CROSS） 4、

日立製作所日立研究所 5

P-41

試料垂直型偏極中性子反射率計（SHARAKU）における光励起ダイナミクス測定の展望..........67

坂口佳史 1*、吉田登 1、水沢多鶴子 1、鈴木淳市 1、久保田正人 2、武田全康 2、林田洋寿 2、丸山龍治 2、

山崎大 2、 曽山和彦 2

総合科学研究機構 ・ 東海事業センター 1、 日本原子力研究開発機構 2

P-42

Visual な中性子・Ｘ線反射率法の技術開発............................................................................68

桜井健次 1,2、 水沢まり 3、 Vallerie Ann Innis Samson2

物質 ・ 材料研究機構 1、 筑波大 2、 総合科学研究機構 3

P-43

J-PARC の新しい単結晶構造解析装置 SENJU の建設.............................................................69

及川健一 1*、 大原高志 2、 鬼柳亮嗣 1、 川崎卓郎 1、 田村格良 1、 金子耕士 1、 中村龍也 1、 坂佐井馨 1、

中尾朗子 2、宗像孝司 2、花島隆泰 2、木村宏之 3、野田幸男 3、高橋美和子 4、清谷多美子 5、坂倉輝俊 3、

新井正敏 1、 大嶋建一 4

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 東海事業センター 総合科学研究機構 2、

多元物質科学研究所 東北大学 3、 数理物質科学研究科 筑波大学 4、 薬学部 昭和薬科大学 5

P-44

工学材料回折装置の復旧状況................................................................................................70

ステファヌス ハルヨ 1*、 相澤一也 1、 阿部淳 1、 岩橋孝明 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 （JAEA） 1



─ xxiii ─

P-45

匠における集合組織測定システム開発の現状.........................................................................71

伊藤崇芳 1*、 ステファヌス ・ ハルヨ 2、 徐平光 3、 阿部淳 2、 相澤一也 2、 秋田貢一 3

東海事業センター 総合科学研究機構 （CROSS） 1、

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 （JAEA） 2、

量子ビーム応用研究部門 日本原子力研究開発機構 （JAEA） 3

P-46

中性子回折を用いたひずみ測定の岩石材料への展開...............................................................72

阿部淳 1*、 関根孝太郎 2、 ステファヌスハルヨ 1、 伊藤崇芳 3、 有馬寛 4、 相澤一也 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 （JAEA） 1、

技術部開発技術課 石油天然ガス ・ 金属鉱物資源機構 （JOGMEC） 2、

東海事業センター 総合科学研究機構 （CROSS） 3、 金属材料研究所 東北大学大学院 4

P-47

工学材料回折装置での研究状況.............................................................................................73

相澤一也 1*、 ステファヌス ハルヨ 1、 阿部淳 1、 伊藤崇芳 2、 有馬寛 1、 岩橋孝明 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 （JAEA） 1、

東海事業センター 総合科学研究機構 （CROSS） 2

P-48

In situ neutron diffraction and scattering during nano-bainitic transformation.......................74

W. Gong1,2*、 Y. Tomota1、 H. Nishijima1、 S. Harjo2、 K. Aizawa2、 T. Ishigaki1、 J. Suzuki3

Ibaraki University 1、 J-PARC Center, Japan Atomic Energy Agency 2、

Comprehensive Research Organization for Science and Society 3

P-49

多試料に対する自動試料交換搬送機構...................................................................................75

星川晃範 1*、 石垣徹 1、 米村雅雄 2、 神山崇 2、 岩瀬謙二 1、 ディア ・ スリスティアニンティアス 1、

林眞琴 3

茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 1、

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 2、 茨城県 3

P-50

iMATERIA を用いた機能性材料の結晶構造と物性に関する研究.............................................76

石垣徹 1、 星川晃範 1、 岩瀬謙二 1、 ディアスリスニンティアス 1

茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 1



─ xxiv ─

P-51

中性子回折による Li 含有ガーネット型固体電解質
Li7-xLa3Zr2-xNbxO12（x=0-2）の結晶構造解析.........................................................................77

野崎洋 1、 太田慎吾 1、 朝岡賢彦 1、 原田雅史 1、 石垣徹 2、 Martin Månsson3、 杉山純 1

豊田中研 1、 茨城大学 2、 ETH 3

P-52

Neutron diffraction studies of lithium cobalt oxide（LiCoO2）................................................78

アディプラノト ディア 1、星川晃範 1、岩瀬謙二 1、小黒英俊 2、ジャンジュンロン 3、米村雅雄 3、森一広 4、

神山崇 3、 石垣徹 1

茨城大学フロンティア応用原子科学研究センター 1、 東北大学強磁場超伝導材料研究センター 2、

高エネルギー加速器研究機構 3、 京都大学原子炉実験所 4

P-53

Nd-Fe-B 焼結磁石の保磁力と内部平均界面構造......................................................................79

武田全康 1,2,3*、 鈴木淳市 4

量子ビーム応用研究部門 日本原子力研究開発機構 1、J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、

未来科学技術共同研究センター 東北大学 3、 東海事業センター 総合科学研究機構 4

P-54

高温その場観察による燃料電池用水素伝導材料中の水素分布の特定........................................80

井川直樹 1*、 長崎正雅 2、 田口富嗣 1、 星川晃範 3、 石垣徹 3、 森井幸生 4、 林眞琴 4

日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究部門 1、 名古屋大学 エコトピア科学研究所 2、

茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 3、 茨城県 いばらき量子ビーム研究センター 4

P-55

高窒素マルテンサイト鋼における焼き戻しその場中性子回折実験...........................................81

鎌田晴輝 1*、 友田陽 1、 星川晃範 2、 岩瀬謙二 2、 石垣徹 2

茨城大学大学院 理工学研究科 1、 茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 2

P-56

iMATERIA における不規則系物質の構造評価.......................................................................82

鈴谷賢太郎 1*、 亀田恭男 2、 大友季哉 3*、 石垣徹 4

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 山形大学 理学部物質生命学科 2、

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 3、 茨城大学 フロンティア応用原子科学研究センター 4



─ xxv ─

P-57

J-PARC 高強度中性子全散乱装置（NOVA）におけるデータ解析............................................83

大下英敏 1、 大友季哉 1、 池田一貴 1、 金子直勝 1、 鈴谷賢太郎 2、 瀬谷智洋 1、 坪田雅己 1、

他 NOVA グループ

高エネルギー加速器研究機構 1、 日本原子力研究開発機構 2

P-58

NOVA における非弾性散乱補正...........................................................................................84

亀田恭男 1

山形大学 理学部 1

P-59

テトラヒドロフランー水混合溶液の液体構造解析..................................................................85

吉田亨次 1、山口敏男 1、亀田恭男 2、大友季哉 3、大下英敏 3、鈴谷賢太郎 4、金子直勝 3、池田一貴 5、

坪田雅己 5

福岡大理 1、 山形大理 2、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 3、

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 4、 高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 5

P-60

NOVA によるメソポーラスシリカ MCM-41 のミクロおよびメゾスコピック構造解析..............86

山口敏男 1*、 吉田亨次 1、 大友季哉 2、 大下英敏 2、 鈴谷賢太郎 3、 金子直勝 2、 池田一貴 4、

坪田雅巳 4

福岡大理 1、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 2、

Ｊ -PARC センター 日本原子力研究開発機構 3、 高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 4

P-61

高強度全散乱装置 NOVA を用いたリチウムアルミアミドの構造解析......................................87

坪田雅己 1、大友季哉 1、大下英敏 1、金子直勝 1、池田一貴 1、瀬谷智洋 1、鈴谷賢太郎 2、小野泰輔 3、

市川貴之 3、 小島由継 3、 他 NOVA グループ

高エネルギー加速器研究機構 1、 日本原子力研究開発機構 2、 広島大学 3

P-62

La2Ni7Dx 水素化物相の構造変化............................................................................................88

岩瀬謙二 1*、 D. Sulistyanintyas1、 星川晃範 1、 石垣徹 1、 H. Kim2、 榊浩二 2、 中村優美子 2

茨城大学フロンティア応用原子科学研究センター 1、 産業技術総合研究所 2



─ xxvi ─

P-63

In situ small-angle neutron scattering during cementite spheroidization in carbon steels.......89

Y. H. Su1*、 Y. Tomota1、 J. Suzuki2、 M. Ohnuma3、 S. Morooka4

Graduate School of Science and Engineering, Ibaraki University 1、

Comprehensive Research Organization for Science and Society 2、

National Institute for Materials Science 3、 Yokohama National University 4

P-64

震災後の MLF ビームコミッショニング................................................................................90

明午伸一郎 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1

P-65

中性子実験装置の東日本大震災後のビームラインアライメント状況........................................91

岩橋孝明 1*、 S. Harjo1、 原田正英 1、 有馬寛 1、 梶本亮一 2、 鬼柳亮嗣 1、 中島健次 1、 日下勝弘 3、

星川晃範 3、 鳥居周輝 4、 小林誠 2、 鈴木淳市 2、 山田武 2、 丸山龍治 1、 石垣徹 3、 長山隆幸 1、

原田剛 1

日本原子力研究開発機構 1、 総合科学研究機構 2、 茨城大学 3、 高エネルギー加速器研究機構 4

P-66

デカップラー用 Au-In-Cd 合金開発における HIP 試験速報......................................................92

大井元貴 1*、 勅使河原誠 1、 原田正英 1、 前川藤夫 1、 二川正敏 1

日本原子力研究開発機構 1

P-67

J-PARC/MLF 全体制御システム（MLF-GCS）の運転状況.....................................................93

酒井健二 1、 大井元貴 1、 甲斐哲也 1、 渡邊聡彦 1、 坂元眞一 1、 二川正敏 1

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1

P-68

MLF 実験データベースの現状..............................................................................................94

中谷健 1*、 稲村泰弘 1、 森山健太郎 1、 大友季哉 2

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 1、 J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 2

P-69

中性子用実験データ解析フレームワーク Manyo-Lib...............................................................95

鈴木次郎 1、 稲村泰弘２、 伊藤崇芳 3、 中谷健 2、 大友季哉 1

J-PARC センター / 高エネルギー加速器研究機構 1、J-PARC センター / 日本原子力研究開発機構 2、

総合科学研究機構 （CROSS） 3



─ xxvii ─

P-70

Newly Proposed Polarized Neutron Chopper Spectrometer at J-PARC..................................96

T. Yokoo1、 K. Ohoyama2、 S. Itoh1、 J. Suzuki1、 K. Iwasa3、 H. Hiraka2、 M. Fujita2、 M. Matsuura2、

H. Kimura4、 K. Tomiyasu3、 T. Sato5、 T.J. Sato6、 T. Arima7、 T. Ino、 H. Kira8、 Y. Sakaguchi9、

T. Oku10、 Y. Arimoto1、 J. Suzuki9、 H.M. Shimizu1、 M. Takeda10、 K. Kaneko10、 M. Hino11、 S. Muto1、

H. Nojiri2

IMSS, KEK 1、 IMR, Tohoku Univ. 2、 Dept. Physics, Graduated School of Sci., Tohoku Univ. 3、

IMRAM, Tohoku Univ. 4、 WPI AIMR, Tohoku Univ. 5、 ISSP-NSL, Univ. of Tokyo 6、

Dept. Advanced Material Science, Univ. of Tokyo 7、 QBS, JAEA 8、 CROSS 9、

MLF, J-PARC Center 10、 KUR, Kyoto Univ. 11

P-71

In-Situ SEOP 方式偏極 3He 中性子スピンフィルターの開発.....................................................97

吉良弘 1*、 坂口佳史 1、 鈴木淳市 1、 奥隆之 2、 酒井健二 2、 新井正敏 2、 加倉井和久 2、 遠藤康夫 2、

有本靖 3、 猪野隆 3、 清水裕彦 3、 堤健之 4、 平賀晴弘 4、 大山研司 4、 山田和芳 5、 L-J. Chang6,7

総合科学研究機構 1、 日本原子力研究開発機構 2、 高エネルギー加速器研究機構 3、

東北大学金属材料研究所 4、 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 5、 成功大学 （台湾） 6、

清華大学 （台湾） 7

P-72

大強度ミュオン源 スーパーオメガの開発..............................................................................98

池戸豊 1*、三宅康博 1、下村浩一郎 1、Patrick Strasser1、河村成肇 1、西山樟生 1、牧村俊助 1、藤森寛 1、

幸田章宏 1、 小林庸男 1、 足立泰平 2、 荻津透 1、 槙田康博 1、 吉田誠 1、 佐々木憲一 1、 岡村崇弘 1、

大畠洋克 1、 中本建志 1、 山本明 1、 大久保隆治 1、 髭本亘 3

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1、 東京大学大学院理学研究科 2、

J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 3

P-73

ミュオン新規ビームライン...................................................................................................99

河村成肇 1

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1



─ xxviii ─

P-74

J-PARC/MUSE Ultra-Slow Muon Beamline........................................................................ 100

P. Strasser1,2*、 S. Makimura1,2、 Y. Ikedo1,2、 J. Nakamura1,2、 T. Nagatomo1,2、 R. Ohkubo1、

K. Nishiyama1,2、 K. Shimomura1,2、 A. Koda1,2、 N. Kawamura1,2、 H. Fujimori1,2、 W. Higemoto2,3、

R. Kadono1,2、 and Y. Miyake1,2

Muon Science Laboratory, High Energy Accelerator Research Organization （KEK） 1、

Muon section, Material and life science division, J-PARC Center 2、

Advanced Science Research Center, Japan Atomic Energy Agency （JAEA） 3

P-75

超低速ミュオン顕微鏡計画のためのレーザー光輸送・診断系
および関連施設の設計・製作の現状.................................................................................... 101

中村惇平 1*、 横山幸司 2、 斎藤徳人 2、 岡村幸太郎 3、 牧村俊助 1、 三宅康博 1、

ストラッサー ・ パトリック 1、 池戸豊 1、 長友傑 1、 和田智之 2,3、 下村浩一郎 1、 西山樟生 1

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1、 理化学研究所 2、 （株） メガオプト 3

P-76

超低速ミュオン顕微鏡計画のための超低速ミュオンビーム発生装置の設計・製作の現状........ 102

長友傑 1*、 ストラッサーパトリック 1、 池戸豊 1、 牧村俊助 1、 中村惇平 1、 河村成肇 1、 西山樟生 1、

下村浩一郎 1、 藤森寛 1、 石田勝彦 2、 鳥飼映子 3、 三宅康博 1

J-PARC センター 高エネルギー加速器研究機構 1、 理化学研究所 2、 山梨大学 3

P-77

μSR 用新型検出器開発...................................................................................................... 103

小嶋健児 1*、幸田章宏 1,2、宮崎正範 2、平石雅俊 2、門野良典 1,2、田中真伸 3、池野正弘 3、内田智久 3、

斉藤正俊 3、 鈴木聡 4

高エネルギー加速器研究機構 物構研／ J-PARC MLF ミュオンセクション 1、 総合研究大学院大学 2、

高エネルギー加速器研究機構 素核研 3、 高エネルギー加速器研究機構 計算科学研究センター 4

P-78

籠状物質RTr 2Al20（R: Pr, Sm, Tr: Ti, V, Cr）のμSR による研究......................................... 104

伊藤孝 1,2*、 髭本亘 1,2、 二宮和彦 1,2、 酒井明人3、 中辻知3

先端基礎研究センター 日本原子力研究開発機構 1、 J-PARC センター 日本原子力研究開発機構 2、

物性研究所 東京大学 3



─ xxix ─

P-79

μSR による鉄ヒ素系超伝導体（Ba, K）Fe2As2 の磁束状態の研究........................................ 105

大石一城 1,6*、石井康之 2,6、渡邊功雄 3,6、齊藤拓 4、深澤英人 4,6、小堀洋 4,6、木方邦宏 5,6、李哲虎 5,6、

鬼頭聖 5,6、 伊豫彰 5,6、 永崎洋 5,6

CROSS 1、 東京医大物理 2、 理研仁科セ 3、 千葉大院理 4、 産総研 5、 JST-TRIP 6

P-80

ミュオンナイトシフトから見た（Bi, Pb）2201 の擬ギャップ状態......................................... 106

宮崎正範 1*、 平石雅俊 1、 幸田章宏 1,2、 小嶋健児 1,2、 門野良典 1,2、 福永泰 3、 田邉洋一 3,4、 足立匡 3、

小池洋二 3

総研大 1、 KEK 物構研 2、 東北大工 3、 東北大 WPI 4

P-81

鉄ヒ素系超伝導体 Ba（Fe1-xCox）2As2 における超伝導と磁性............................................... 107

平石雅俊 1*、 門野良典 1,2、 宮崎正範 1、 幸田章宏 1,2、 小嶋健児 1,2、 井深壮史 3,4、 南部雄亮 3,4、

佐藤卓 3,4

総研大 1、 KEK 物構研 2、 東大物性研 3、 JST-TRIP 4

P-82

μSR 法による PrIr2Zn20 の多極子と超伝導の研究................................................................ 108

髭本亘 1、 伊藤孝 1 二宮和彦 1、 鬼丸孝博 2、 松本圭介 2、 高畠敏郎 2

日本原子力研究開発機構先端研 1、 広島大学先端物質 2

P-83

低圧酸化窒素試料における負ミュオン脱励起過程の圧力影響................................................ 109

二宮和彦 1*、 伊藤孝 1、 髭本亘 1、 長友傑 2、 河村成肇 2、 ストラッサー ・ パトリック 2、 下村浩一郎 2、

三宅康博 2、 三浦太一 2、 喜多真琴 3、 篠原厚 3、 久保謙哉 4

日本原子力研究開発機構 1、 高エネルギー加速器研究機構 2、 大阪大学 3、 国際基督教大学 4

P-84

μSR による NiTi 合金のマルテンサイト変態に関する研究................................................... 110

三原基嗣 1*、下村浩一郎 2、二宮悠吾 3、荒木秀樹 3、水野正隆 3、白井泰治 4、渡邊功雄 5、久保謙哉 6、

長友傑 2、 井上耕治 4、 杉田一樹 4、 山本慎 3、 中野岳仁 1、 門野良典 2、 西山樟生 2

大阪大学大学院理学研究科 1、 高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 2、

大阪大学大学院工学研究科 3、 京都大学大学院工学研究科 4、

理化学研究所 仁科加速器研究センター 5、 国際基督教大学 6



─ xxx ─

P-85

J-PARC MUSE におけるミュオニウム超微細構造の精密測定................................................ 111

下村浩一郎 1

高エネルギー加速器研究機構 1



 

 

Oral Presentations 





─ 3 ─
 

S–1



─ 4 ─

O 1–1

,1 ,2 ,3 J-PARC ,4

JST TRIP,5

*)



─ 5 ─

O 1–2

1*, 1, 1, 2, 2, 2,3,
4, 5, 2, 2,3, 2

 ( 1,

 2,  3

 4,

 5

  

in vitro pH

pH

  2.5mm3

1

pH



─ 6 ─

O 1–3

BL19 
ITER  

 

 1*,  1,  2,  1, 

  2,  3,  4 

 1,  J-PARC 2, 

 3, 4 

 

 ITER

ITER

(TF) (CS)  

 SULTAN CS

Tcs 10,000

Fig.1

3.6 m

3.6 m

SNS VULCAN  

 

Fig. 1 Visual inspection of the sample Fig. 2 Set-up for full-size sample 

 



─ 7 ─

O 1–4



─ 8 ─

O 2–1

,

J-PARC    

J-PARC

J-PARC

23

10Sv/h

50mm



─ 9 ─

O 2–2

A-1

J-PARC/ MLF/ MUSE

1*, 1, 1, 1, 1, 1,
1, 1, 1, 1, 1, 1,

1

J-PARC  1,

J –PARC/ MLF/ Muon Science Establishment (MUSE)

2012 1

3GeV

1MW

10

2011 8 9

Sv/



─ 10 ─

O 2–3



─ 11 ─

O 2–4

1*, 1**,Anton S. Tremsin2, 1, 1, 3,
1, 1

 1,
Space Sciences Laboratory, University of California at Berkeley2,

J-PARC  3

( )  **

...

KENS

MLF

BL10

(MCP)

MLF

Li

GEM

MCP

23

23

( )

(23226018) (21360459)



─ 12 ─

O 2–5

BL04: ANNRI 
Ge J-PARC/ANNRI  

244Cm 246Cm  
 

( ) 1*  1 1  1  1   
1  1a  1  1  1  1

1 1 2 2 2  3   
3 4 4 4 4 

( ) 1 2 3

4 a

1

J-PARC/MLF ANNRI 244Cm
246Cm

2 244Cm 244Cm: 0.6 mg 91.6 % 244Cm-246Cm
244Cm: 0.6 mg 27.5 % 246Cm: 1.1 mg 59.4 %

ANNRI 45 244Cm

(JENDL-4.0)

[1] Cm 1~300 eV

20eV

 

[1] M. S. Moore et.al. , Physical Review C,  3,  1656 (1971).

(22226016, 22760675)

 244Cm

[1]  



─ 13 ─

O 3–1

4, BL20

Li

1 2 1 1 1 1 1

1,

 2

Li Li2MnO3-LiMO2 (M = Mn, Ni, Co)

280 mAh/g

[1,2]

Li2MnO3-LiMO2 (M = Mn, Ni, Co) X

  x = 0.5

1 Li2MnO3 (C2/m) LiNi1/2Mn1/2O2 (R-3m)

LiNi1/3Co1/3Mn1/3O2 (P3112) C2/m

Li2MnO3

x

[1] Ito, D. Li, Y. Ohsawa, Y. Sato, J.

Power Sources, 183 (2008) 344.

[2] Ito, D. Li, Y. Sato, M. Arao, M. 

Watanabe, M. Hatano, H. Horie and 

Y. Ohsawa, Journal of Power Sources,

195 (2010) 567. Fig. 1 Neutron diffraction pattern and result of 
Rietveld refinement of substitution x = 0.5 sample. 



─ 14 ─

O 3–2

 
 

1*, , , 2,  
2, 3 3, 3, 3 

1, 2, 
3 

 

20kJ/mol

1970 LISICON Li3N

PEO

1980 1

 

Li10GeP2S12

[1]

 
 

[1] N. Kamaya, et al., Nature 
Mater. 10, 682 686 (2011).  

 

Fig. 1  



─ 15 ─

O 3–3

 
NOVA  

 
1 1 1 1 1 1  

2 3 NOVA  
1 2 3  

 

J-PARC NOVA

NOVA

Q/Q 0.35% Q 0.01 100Å-1

 

AlH3 10.1wt.% 149kg/m3 370 470K

AlH3  Al + 3/2H2

[1 2]

LiAlD4

AlCl3 AlD3 NOVA

Rietveld

-AlD3

AlD3 mol%

[3 4]  

NEDO

Hydro-Star A 23686101

 
 

 
[1] G. Sandrock, J. Reilly, J. Graetz, W.M. Zhou, J. Johnson, J. Wegrzyn, Appl. Phys. A, 80 

(2005) 687. 
[2] S. Orimo, Y. Nakamori, T. Kato, C. Brown, C. M. Jensen, Appl. Phys. A, 83 (2006) 5. 

Orimo, Nanotechnology, 20 (2009) 204004. 
[4] K. Ikeda, H. Ohshita, N. Kaneko, J. Zhang, M. Yonemura, T. Otomo, K. Suzuya, H. 

Yukawa, M. Morinaga, H.-W. Li, S. Semboshi, S. Orimo, Mater. Trans., 52 (2011) 598. 



─ 16 ─

O 3–4

 
LiAlH4 Li3AlH6  

 
1*, 2, Jörg Neuefeind3, Mikhail Feygenson3, 

4, 5, 1, 5 

WPI-AIMR 1, 

KEK 2, 

Oak Ridge National Laboratory, Spallation Neutron Source SNS 3, 
4, 

5 

 

NaAlH4 [1]

NaAlH4 Al

[2] NMR[3]

 

LiAlH4

10.6 wt.% Li3AlH6 11.2 wt.%

[4] LiAlH4 Li3AlH6

500 K

[5]

LiAlD4 Li3AlD6

SNS NOMAD

 

 

[1] B. Bogdanovi , M. Schwickardi, J. Alloys Compd. 253-254 (1997) 1. 

[2] R. Kadono et al., Phys. Rev. Lett. 100 (2008) 026401. 

[3] T.M. Ivancic et al., J. Phys. Chem. Lett. 1 (2010) 2412. 

[4] X. Liu et al., J. Am. Chem. Soc. 133 (2011) 15593. 

[5] K. Tomiyasu et al., in preparation. 



─ 17 ─

O 3–5

BL16

1* 1 1 2 John Webster3

1 2 3ISIS

H2 2H++2e-

4H++O2+4e- 2H2O

Pt Pt

[1]

/Pt
[2, 3]

Pt Si

H D

[1] K. Schmidt-Rohr, et al., Nature Materials, 7, 75 (2008). [2] Z. Siroma et al., J.

Power Source, 189, 994 (2009). [3] K. Kudo, et al., ECS Transactions, 33, 1495 (2010). 



─ 18 ─

O 4–1

BL19:  

1*, 1, S. Harjo2, 3

1

J-PARC  2 CRSS 3

Fe3Al Fe3Ga

(APB)

APB

APB

2010 1 MLF Fe3Al Fe3Ga

Fe3Al 5%

Fe3Al

(420)

- 1

Fe3Al

Fe3Al
1  Fe-23.0at%Al

( )

(a) (420)

(b) -



─ 19 ─

O 4–2

A:2, B:D2 
SrTiO3, BaTiO3  

 
1,2*, 2 

1 
2 

 

SrTiO3, BaTiO3

H+

1 a Hydride

H 1 b

2-3eV H

 

 

[1] Y. Iwazaki, T. Suzuki and Shinji Tsuneyuki, J. Appl. Phys. 108, 083705 (2010) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 (VO
2+)

(a) (
) 3d

(b)
3d

Hydride (H )
 



─ 20 ─

O 4–3

2 BL21

LaD2

1*, 1, 1,2, 1,2, 1,
1, 1, 3, 2, 4, 4, D.Y. Kim5

 1,

J-PARC  2

 3

 4

Geophysical Laboratory  Carnegie Institution of Washington 5

H/M=2, 3 2

fcc (T) (O)

3 LaH2 11 

GPa [1,2]

X fcc

Paris-Edinburgh NOVA

LaD2 11 GPa

X

La

D NaCl

fcc O D

1 LaD

1

NEDO

[1] A. Machida et al., Phys. Rev. B 83 (2011) 054103. 

[2] Y. Sakurai et al., Solid State Commun. 151

(2011) 815.

Fig. 1 13 GPa

X

LaD



─ 21 ─

O 4–4

BL14 
 

 
1*, 2, 3, 4, 4, 4, 

4, 1 
1, 2, 3, 

J-PARC 4 

 

(Single-molecule magnets : SMM)

SMM (Tb3+

Cu2+ )

SMM

SMM

AMATERAS SMM SMM

 

SMM SMM

Q

SMM |Jz 

= 6, Sz = 1/2> SMM

|Jz = 0>

SMM SMM SMM

Tb3+

 
 

Fig. 1 6K  



─ 22 ─

O 5–1

3 D2

P. Strasser2 2

2 2 3 3 

 

C 3 

2

C6H6/C6H12 + CCl4

C6H6/C6H12 + CCl4

2010B0080 X
MUS D2 (2010A0048

S/N

Fig. 1 Typical muonic X-ray spectrum

[1] A. Shinohara, et al., Hyp. Int., 106, 301-306 (1997).



─ 23 ─

O 5–2

BL16 
BL16  

 
1, 2,3, 3, 2,3, 3, 

3, 3, 4, 4, 5, 5, 
6, 7, 7, 1, 2,3 

KEK1, JST/ERATO2, 3, 4, 5, 6, 7 

J-PARC MLF BL16

2008 9 KENS ARISA

ARISA-II 2009

2010 JST/ERATO

ARISA SOFIA  

KEK S (2009S08) ARISA-II/SOFIA

2010 [1]

2011 [2,3]

[4] [5]

[6] 10

 

 

[1] A. Horinouchi, Y. Fujii, N. L. Yamada, and K. Tanaka, Chem. Lett. 39, 810 (2010) 

[2] Y. Terayama, H. Arita, T. Ishikawa, M. Kikuchi, K. Mitamura, M. Kobayashi, N. L. 

Yamada, and A. Takahara, J. Phys.: Conf. Ser. 272, 012010 (2011) 

[3] M. Kobayashi, K. Mitamura, M. Terada, N. L. Yamada, and A. Takahara, J. Phys.: 

Conf. Ser. 272, 012019 (2011) 

[4] N. Torikai, N. L. Yamada, D. Kawaguchi, A. Takano, Y. Matsushita, E. Watkins, and 

J. P. Majewski, J. Phys.: Conf. Ser. 272, 012027 (2011) 

[5] R. Inoue, K. Kawashima, K. Matsui, M. Nakamura, K. Nishida, T. Kanaya, and N. L. 

Yamada, Phys. Rev. E 84, 031802 (2011). 

[6] D. Kawaguchi, A. Nelson, Y. Masubuchi, J. P. Majewski, N. Torikai, N. L. Yamada, 

A. R. Siti Sarah, A. Takano, Y. Matsushita, Macromolecules 44 , 9424 (2011). 



─ 24 ─

O 5–3

3; BL03 
 

 
1*, 2, 3, 4, 5, 6,  

6, 6, 6, 7, 6 
1, 2, 3, 4, 5, 

6, 7,  

2 [Pt(amp)2]Cl2 2O (amp=2-aminomethylpyridine) (1)

iBIX 1

30 1 3.0x3.0x1.5mm iBIX

120K 3

STARGazer KLF d-space 0.6Å

5380 Rmerge 0.1408

R

0.1194 4

N- N- 0.01Å

 



 

Posters





─ 27 ─

P – 1

1, BL01, 

1, 2, 2, 1, S. Ji1, 3, 2,
2, 4, 2, 2, 2, 2,

2, 4, 2, 2, 2, 2,
2, 2, 2, 2

 1,

 J-PARC  2,

 3,

J-PARC  4,

J-PARC MLF BL01
[1]

Repetition Rate Multiplication [2] 

 [3]
2009

[1] R. Kajimoto et al., J. Phys. Soc. Jpn. 80, Suppl. B, SB025 (2011). 

[2] F. Mezei, J. Neutron Res. 6, 3 (1997).

[3] M. Nakamura et al., J. Phys. Soc. Jpn. 78, 093002 (2009).  



─ 28 ─

P – 2

MLF  
 

1*, 1, 1, 2, 2, 
3, 3, 1 

J-PARC 1,  
2 

J-PARC 3 

 

MLF

Multi-Ei [1]

 

[1] M. Nakamura, et al., J. Phys. Soc. Jpn. 78(2009) 093002 

Fig. 1



─ 29 ─

P – 3

1, BL01, BL10

MAGIC
1*, 1, 1, 2, 2, 1, Th. Krist3, 

4, 1, 2, 1, 1, 1

J-PARC  1,

 2,
Helmholtz Zentrum Berlin3, 

J-PARC  4

Multi-Ei

J-PARC BL01 BL14

Multi-Ei

MAGIC

MAGIC

BL10 MAGIC



─ 30 ─

P – 4

LaFePO0.9  
 

1,2,3,4 1,4 1,2,4 2 2  
1,4 3,4 3,4 2,4 2,4, 

Tao Hong5 Jacques Ollivier6 Hannu Mutka6 

 
1, 2, 3, 

 JST, TRIP4, 5, ILL6 

 
LaFeAs(O1-xFx) BaFe2(As0.65P0.35)2 

J-PARC, MLF
( ) JRR-3 3 (TAS-1)

LaFeAs(O1-xFx) (x=5.7, 8.2%) -M
Q  (~1.2 Å-1)

[1] Tc

(x=15.8%, Tc~7 K)
[2] BaFe2(As0.65P0.35)2 (Tc=30 K)

LaFeAs(O1-xFx) Q
-M
 [3]  

 
LaFeAs(O1-xFx) (x=15.8%, Tc~7 K)

Tc (~5 K) LaFePO0.9 ( 34 g)
( J-PARC)

-M Q (~1.2Å-1)
As
LaFeAs(O1-xFx)  (x=15.8%, Tc~7 K) Tc(=29 K)

x=8.2%  -M
Tc

Tc

 

[1] M. Ishikado, et al., J. Phys. Soc. Jpn.78, 043705 (2009). 
[2] S. Wakimoto et al., J. Phys. Soc. Jpn. 79, 074715 (2010). 
[3] M. Ishikado, Y. Nagai, K. Kodama et al., Phys. Rev. B 84, 144517 (2011). 



─ 31 ─

P – 5

BL01:4

Monte Carlo MAGIC  
 

1*, 2, 2, 2, 1, 1, 
2, 2, 2, 2, 3, Th. Krist4, 2 

1,  

J-PARC 2,  

J-PARC 3 
Helmholtz Zentrum Berlin 4 

 

J-PARC BL01 BL14

Multi-Ei

MAGIC

Fermi [1]

Multi-Ei MAGIC

 

150 m 17 mm Fermi

3Qc 

( 1)  

MAGIC

 

1. MAGIC

TOF

 

 

[1] M. Nakamura, M. Arai, R. 
Kajimoto, T. Yokoo, K. 
Nakajima, and TH. Krist, Journal 
of Neutron Research, 16 87-92 
(2008).  

 0

 1000

 2000

 3000

 4000

 5000

 6000

 28.1  28.15  28.2  28.25  28.3  28.35  28.4  28.45  28.5

I (
a.

u.
)

TOF (msec)



─ 32 ─

P – 6

A: , B:BL02

Si DNA

 1* 2 2 1  1 2  

2 2 2 2 2 2 2

2  2 2 2 2 2  

3  4   4  Ferenc Mezei5 Hannu Mutka6 Dan Neumann6

2 

CROSS1, J-PARC2 3  

4 BNC Hungary 5 ILL France 6  NIST USA 7 

J-PARC 1 eV

Si

DNA   

 

DNA

 

   Fig. 1 2011.10.03 



─ 33 ─

P – 7

1,3,BL03 
iBIX  

 
1* 1 1 1 2

3 4 1 1 1

1 
2 

3 

 4 

 

 



─ 34 ─

P – 8

1*, 1, 2, 2, 2,
2, 3 2, 1 1

1, 2, 3

J-PARC MLF BL03 iBIX

14 133×133

mm2 70% 2 3 1 mm

256×256 , 1  = 0.52 mm 30 50%

16 30

16

BL03 BL17,

18, 19

FPGA XML

Windows

Boost OS

DAQ

RedHat Linux Ubuntu Windows

BL18

Flash Web

iBIX



─ 35 ─

P – 9

A3 BL3 

(HEWL) pH

  

 
 

1* 2,3 

  1 
 2 

3 

(HEWL)
pH

HEWL (tetragonal )
pH

pH
pH

(HEWL)
iBIX

pH4.5
pH B-factor pH

X

 



─ 36 ─

P – 10

3 BL03 
iBIX  

 
1, 2*

1, 2,  
3, 4, 

J-PARC 5, 
6 

 

[1] I. Tanaka et al., Acta Cryst. D 66 (2010) 1194-1197. 

[2] , RADIOISOTOPES 60(2) (2011) 89-97. 

 



─ 37 ─

P – 11

BL03 
HEWL pH

 
 

1 , ,  

 

 

pH

pH pH

HEWL

HEWL pH4.5 X pH

 

 



─ 38 ─

P – 12

3; BL03 
 

 
1*, 2, 1  3, 3, 3, 

3, 4, 3, 5, 6, Wang Feng6,7 
1, (CROSS)

2, 3, 
4, 5, 

6, Dalian Institute of Chemical Physics, Chinese Academy of Science7 

 

 

 

MoO2(OCH2CH2OH)2

X

J-PARC iBIX

 

Fig. 1 MoO2(OCH2CH2OH)2

 



─ 39 ─

P – 13

7, BL03 
 - C4H8ONH2-PbBr3

 
 

1*, 2, 2, 1,3, 4,5, 
4, 4,5, 1,6, 4, 4 

J-PARC 1,  
2 

3 

4 
5 

6 

- ,

, .

C4H8ONH2-PbBr3 Pb-Br , C4H8NH2
+

, -

, C5H10NH2-PbBr3

. .

iBIX . , H

. Pb Br , X

.

, O

PbBr6 ,

.
 



─ 40 ─

P – 14

BL04

1*, 1, 1, 1, 1, 2

3, 2, 4, 1

, 1,

, 2,

J-PARC 3

4

J

[1]

235U(n,f)

 [2] 237Np(n,f)

Super Deformation

Hyper Deformation

BL04

MA MLF

RI

241Am, 237Np MA

[3]

[1] A. Bohr, Proc. of the Intern. Conf. on Peaceful Use of Atomic Energy, Genova, 1955 (United 
Nations, New York 1956), Vol.II, p.151. 
[2] F.-J. Hambsch et al., Nucl. Phys., A491, 56 (1989). 
[3] K. Nishio et al., Nucl. Phys. A632, 540 (1998).



─ 41 ─

P – 15

: BL04:  ANNRI 
 

 

 *,  

   

  

PGA 1

MPGA

2 3

PGA

MPGA S/N 2

[1] 2

[2]

ANNRI

(TOF)

S/N

ANNRI TOF MPGA

 

22750077

 

 

[1] Y. Toh et al., Appl. Radiat. Isot., 64 (2006) 

751. 

[2] A. Kimura et al., Conference Record of IEEE 

NSS '08, (2008) 2107. 

Cd 

1 MPGA Cd

 



─ 42 ─

P – 16

BL05/NOP – Neutron Optics and Physics Beamline 

T. Ino1, K. Mishima1, Y. Arimoto1, K. Taketani1, S. Muto1, H. M. Shimizu1,
H. Otono2, H. Oide2, R. Katayama2, T. Yamada2, N. Higashi2, S. Yamashita2, H. Sumino2,

S. Imajo3, H. Funahashi3, M. Kitaguchi4, M. Hino4, Y. Iwashita5,
T. Yoshioka6, K. Sakai7, Y. Seki8, K. Hirota8, Y. Otake8,

and the NOP collaboration 

1KEK, Tsukuba, Ibaraki 305-0801, Japan 
2ICEPP, University of Tokyo, Tokyo 113-0033, Japan 

3Kyoto University, Kyoto 606-8501, Japan 
4KURRI, Kyoto University, Osaka 594-0494, Japan 

5ICR, Kyoto University, Osaka 611-0011, Japan 
6Kyushu University, Fukuoka 812-8581, Japan 
7J-PARC/JAEA, Tokai, Ibaraki319-1195, Japan 

8Riken, Wako, Saitama 351-0198, Japan 

The NOP beamline was built on BL05/J-PARC for studies of fundamental physics and 
R&D of neutron optics with slow neutrons.  Three beam branches, which are divided from 
one beamline with supermirror benders, provide small divergence, unpolarized, and polarized 
cold neutrons to the experimental area.  High energy neutrons and gammas are absorbed in 
the upstream beam dump, and the experimental space is essentially background free.  A 
precision measurement of the neutron lifetime and R&D of the ultra-cold neutron 
transportation with fixed phase space density are currently underway.  We will report on the 
status of these experiments as well as on other studies at BL05.   
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Novel Monolayer Shields of SPICA at BL09 of J-PARC 
 

M. Kawai1, M. Yonemura1, S. Torii1, T. Muroya1, K. Mori2, T. Fukunaga2 

and  T. Kamiyama1 

1Instituteof Materials Structure Science, High Energy Accelerator Research Organization, Oho, 

Tsukuba, Ibaraki 305-0801, Japan 
2Reearch Reactor Institute, Kyoto University, Kumatori, Sennan, Osaka 590-0494, Japan  

 

     A new neutron powder diffractometer, SPICA, at the ninth beamline (BL09) is being 

constructed for the study of materials under special environments, such as battery research at 

J-PARC. Its neutron flight path from the moderator to sample position is 52 m where is 

outside of the main hall of the Materials and Life Science Facility (MLF). Since the intense 

neutron beam at the SPICA is desired to precisely measure neutrons scattered from a sample, 

empirical neutron guide tubes are employed to the neutron beam line. Neutron radiation 

shields hence should be designed to guard against such an intense beam though long neutron 

beam-line to the neutron spectrometer room.  

     We have made shielding design with the Monte Carlo transport code system, PHITS, 

considering shield optimization to reduce amount of shields and to simplify shield 

configuration. At the first time, a reference design was made for a conventional shield 

configuration of iron, polyethylene and B4C resin to satisfy the shield design criterion on 

radiation dose rates around both the neutron beam-line and the spectrometer, and skyshine 

dose rates at the site boundary as well as to lower neutron background in the neutron 

spectrometer room. Then, shield optimization with new novel neutron shield concrete [1, 2] 

has been performed to give the same order radiation levels as those of the reference design. 

As a result, major shields became a very simple configuration of only the neutron shield 

concrete, except for the local saddle shaped iron shields, the shields of ordinary concrete 

under neutron beam line and the beam-dump shields composed of iron, @Eponite and neutron 

shield concrete. Overall shield thickness saving was also attained such as 5cm by removing 

B4C resin for main shields of the spectrometer and 10cm against 5 cm B4C resin and 60 cm 

ordinary concrete of Hatch door.  

     The shield construction has been completed on 28 October, 2011. 

References: 

[1] M. Kawai et. al., Radiat. Prot. Dosimetry. 115 (1-4), 580-586 (2005). 

[2] K. Okuno, M. Kawai, and H. Yamada, Nuclear Technology 168, 545-552 (2009). 
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Low-energy dynamics in silicate glasses 

K. Suzuya1, M. Nakamura1, K. Nakajima1, S. Kohara2, T. Kikuchi1, S. Ohira-Kawamura1,  
Y. Inamura1, M. Inui3, S. Hosokawa4, K. Shibata1, S. Tsutsui2 and A.Q.R. Baron2

1J-PARC Center, Japan Atomic Energy Agency, Tokai, Naka, Ibaraki 319-1195, Japan
2Japan Synchrotron Radiation Research Institute, Sayo, Hyogo 679-5198, Japan 

3Hiroshima University, Higashihiroshima, Hiroshima 739-8521, Japan 
4Hiroshima Institute of Technology, Hiroshima, Hiroshima 731-5193, Japan 

The origin of low energy dynamics termed Boson peak in glasses has long been 
controversial and hence it is necessary to reveal the relationship between glass structure and 
low energy dynamics. Inelastic neutron scattering (INS) using time-of-flight chopper 
spectrometer with a pulsed neutron source is a very powerful tool for the investigation of 
excitations in glasses [1]. We discuss the relationship between the low energy excitations of 
silicate glasses (SiO2 and PbO-SiO2) from S(Q,E) maps obtained by time-of-flight 
measurements at AMATERAS spectrometer J-PARC [2] and the structure on the basis of 
large atomic configuration derived from reverse Monte Carlo (RMC) modelling employing 
neutron and x-ray diffraction data with special focus on ring statistics, cavity volume, and 
connectivity of short-range structural units (polyhedra) [3-5]. Furthermore, by using a 
combination of INS and inelastic X-ray scattering (IXS) measurements at BL35XU SPring-8,
we discuss the reason for discrepancy in low energy dynamics between strong glass former 
(SiO2) and binary glass (PbO-SiO2) in detail. 

References 
[1] M. Nakamura, M. Arai, Y. Inamura, and T. Otomo, Phys. Rev. B 67, 064204 (2003). 
[2] M. Nakamura, K. Nakajima, Y. Inamura, S. Ohira-Kawamura, T. Kikuchi, T. Otomo, and 
M. Arai, J. Atom Indonesia 36, 115 (2010).
[3] S. Kohara and K. Suzuya, J. Phys: Condens. Matter 17, S77 (2005).
[4] S. Kohara, H. Ohno, M. Takata, T. Usuki, H. Morita, K. Suzuya, J. Akola, and L. Pusztai, 
Phys. Rev. B 82, 134209 (2010).
[5] S. Kohara, J. Akola, H. Morita, K. Suzuya, J. K. R. Weber, M. C. Wilding, and C. J. 
Benmore, Proc. Nat. Acad. Sci. USA, 105, 7925 (2011). 
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1-15 
Development of the small- and wide-angle neutron scattering instrument 

TAIKAN of J-PARC

J. Suzuki1,2, S. Takata1, T. Shinohara1, T. Oku1, T. Nakatani1, Y. Inamura1, T. Tominaga1,
K. Suzuya1, K. Aizawa1, M. Arai1, T. Otomo1, H. Iwase2, K. Ohishi2, T. Ito2, H. Kira2,

and M. Sugiyama3

1Neutron Science Section, J-PARC Center, Tokai, 319-1195, Japan
2Research Center for Neutron Science and Technology, CROSS, Tokai, 319-1106, Japan

3Research Reactor Institute, Kyoto University, Kumatori, 590-0494, Japan

The time-of-flight small- and wide-angle neutron scattering instrument TAIKAN has 

been developed at the spallation neutron source of the Materials and Life Science 

Experimental Facility (MLF) in J-PARC. TAIKAN is designed to cover wide q-range (q

= 5×10-4~15 A-1) simultaneously by using neutrons in broad wavelength bandwidth of 

about 0.4~8 Å produced from a coupled supercritical hydrogen moderator for not only 

microstructural analysis but also nanostructural analysis. The detector system is 

composed of small-, medium-, and high-angle detector banks and a backward detector 

bank with arrays of one dimensional 3He position sensitive detectors and a 

high-resolution area detector with spatial resolution of about 0.5 mm set at the center of 

the small-angle detector bank. So far, a shield of the beam line, three disk choppers, 

optical devices of supermirror guide tubes, slits, and collimators, a sample stage, a 

scattering chamber, small-, medium-, high-angle detector banks have been installed. On 

these detector banks one dimensional 3He position sensitive detectors (about 850 pieces) 

have been already installed. Data acquisition and analysis system has been also 

developed.

The beam commissioning of TAIKAN was unfortunately interrupted by the big 

earthquake, but the commissioning will be resumed in January of 2012 and user 

program will start in March of 2012 after the commissioning. 
In this presentation, we show the status and operation plan of TAIKAN.
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In situ neutron diffraction and scattering during nano-bainitic transformation 
W.Gong1,2*, Y.Tomota1, H.Nishijima1, S.Harjo2, K.Aizawa2, T, Ishigaki1, J.Suzuki3  

1 Ibaraki University 
2J-PARC Center, Japan Atomic Energy Agency 

3 Comprehensive Research Organization for Science and Society 

Up to now, it has long been an argument whether the bainite transformation belongs to martensitic or 

diffusional transformation. A ‘nano-bainite’ steel with an extremely slow transformation speed 

shows an advantage to study transformation behavior using in situ measurement technology [1]. In 

the present work, in situ time-of-flight (TOF) neutron diffraction and small angle neutron scattering 

(SANS) were employed to evaluate the bulky average information and quantitatively investigate the 

kinetic of bainite transformation and carbon diffusion during transformation. 

The in situ neutron diffraction during bainite transformation was carried out with the TOF neutron 

diffractometer TAKUMI and iMATERIA at Japan Proton Accelerator Research Complex (J-PARC), 

and the in situ small angle neutron scattering 

was carried out with SANS-J II at JRR-3. 

Fig.1 presents the changes of whole neutron 

diffraction profile detected by the BS bank 

(2 =155º) of iMATERIA during bainite 

transformation. With the increase of holding 

time, the intensity of bainitic ferrite peak 

increases, while the austenite intensity 

decreases. In the 3D color map of the evolution 

of (110)BCC and (111)FCC peaks, the peak shift 

in austenite caused by carbon diffusing can be 

observed. Details about the quantitative phases 

fraction and carbon diffusion behaviors during 

bainite transformation obtained from the in-situ 

neutron diffraction and SANS experiments will 

be compared and discussed at the presentation. 

Reference [1] M-S. Koo, P.G. Xu, Y. Tomota, Scripta Mater. 61 (2009) 797.

Fig.1 Changes of neutron diffraction profiles during 

bainite transformation.
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Neutron diffraction studies of lithium cobalt oxide ( iCoO ) 
 

 1,  1  1  2

3  3  4  3  1 
1

2 3 4  

 

Structure of lithium cobalt oxide (LiCoO2) synthesized at the heat treatments from 

500 to 900oC have been studied at room temperature (RT) by the X-ray diffraction 

(XRD) and the time-of-flight (TOF) neutron diffraction of the IBARAKI Neutron 

Design Diffractometer iMATERIA at the Materials Life Facility (MLF) of J-PARC. The 

XRD pattern for compounds synthesized at 500oC revealed the broader peaks compared 

to other synthesized temperatures, suggesting the reduction of crystallinity. The neutron 

diffraction data for compounds synthesized at 500, 600 and 850oC, which were 

collected from all the highest resolution back-scattering detectors available at 

iMATERIA, have been analyzed using the Z-Rietveld [1] based on the Rietveld 

analytical methods. Crystallographic parameter for compounds synthesized at 500 and 

850oC, which all the peaks were indexed to layered-type structure consisting of 

alternating cobalt and lithium layer of the space group symmetries R-3m [2], show the 

lattice constant c/a ratio of 4.90 and 4.99, respectively. The difference value in the c/a 

ratio is consistent itself with the XRD pattern, where some certain peaks such as the 

[006] and [012] or the [018] and [110] reflections are well separated for compounds 

synthesized at 850oC, whereas otherwise it overlapped each other for compounds 

synthesized at 500oC. The results on Rietveld analysis, the ionic conductivity 

measurements, and the atomic pair distribution function (PDF) analysis for LiCoO2 

synthesized at 850oC will be also discussed in this presentation.  

 

 

[1]. Z-Code Application series: Z-Rietveld, Project Z-code/J-PARC 

[2]. B. Garcia et al., Journal of Power Sources 54, (1995) 373. 
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Fig.1 Changes in profile peaks of component phase  
upon tempering determined by iMATERIA.  

Fig.2 Change in c/a with tempering. 
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Fig. 1 Structure factor S(Q) of MCM-41 C18 
obtained at different data banks on NOVA. 
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Fig.1 Change of cementite thickness during
spheroidization fitted from SANS profiles by
disc model.

5  
In situ small-angle neutron scattering during cementite spheroidization in carbon steels 

Y.H.Su 1*, Y.Tomota 1, J.Suzuki 2, M.Ohnuma 3, S.Morooka 4
Graduate School of Science and Engineering, Ibaraki University 1

Comprehensive Research Organization for Science and Society 2 
National Institute for Materials Science 3

Yokohama National University 4

Cementite spheroidization is a commercial heat treatment for medium and high carbon steels to 

improve formability and machinability. The evolution of spheroidizing is usually studied by 

measuring the overall aspect ratio of cementite particles using scanning electron micrographs (SEM).

However, it is time consuming and only limited microscopic information can be obtained. In this 

study, in situ small-angle neutron scattering (SANS) was employed to quantitatively estimate the

cementite spheroidization during annealing of bulky plates of pearlite steels [1]. Two kinds of 

materials Fe-0.8C and S45C with primary microstructure of pearlite (Fe-0.8C) and pearlite-ferrite 

(S45C) were respectively studied in this work. Specimens with the size of 15mm×15mm×1mm were 

heated to 680°C at 5°C/s and held for 7 hours for the cementite spheroidizing. SANS experiment 

was carried out with SANS-J-II of JRR-3. SANS profile was obtained in every 600s or 1800s. At the 

same time, the dilatometric measurement was performed, from which change of length and 

temperature of the specimen were recorded. 

From the SANS profiles, information 

including cementite size, shape and total 

interface area between cementite and ferrite 

matrix can be in situ tracked successfully. As 

is shown in Fig.1, it is evidently found that the 

spheroidizing speed in Fe-0.8C binary alloy is 

much higher than that in the S45C steel. The 

obtained in situ SANS results showed good 

agreements with SEM observations. It has 

been proved to be a powerful tool to 

characterize the cementite spheroidizing process.

Reference  

[1] S.Morooka, Y.Tomota, M.Ohunuma, Y.Adachi, J.Suzuki: Netsu shori, special issue, 49(2009), 466. 
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Newly Proposed Polarized Neutron Chopper Spectrometer at J-PARC 

 

T. Yokoo, K. Ohoyama1, S. Itoh, J. Suzuki, K. Iwasa2, H. Hiraka1, M. Fujita1, M. 

Matsuura1, H. Kimura3, K. Tomiyasu2, T. Sato4, T.J. Sato5, T. Arima6, T. Ino, H. Kira7, Y. 

Sakaguchi8, T. Oku9, Y. Arimoto, J. Suzuki8, H.M. Shimizu, M. Takeda9, K. Kaneko9, M. 

Hino10, S. Muto, H. Nojiri1 

IMSS, KEK; IMR, Tohoku Univ.1; Dept. Physics, Graduated School of Sci., Tohoku 

Univ.2; IMRAM, Tohoku Univ.3; WPI AIMR, Tohoku Univ.4; ISSP-NSL, Univ. of 

Tokyo5; Dept. Advanced Material Science, Univ. of Tokyo6; QBS, JAEA7; CROSS8, 

MLF, J-PARC Center9; KUR, Kyoto Univ.10 

 

    KEK and Tohoku University are advancing a project to construct a polarization 

analysis neutron spectrometer in J-PARC. Since there exist just a few polarized neutron 

spectrometers in pulsed neutron facilities in the world, this spectrometer will be a key 

instrument to generate breakthroughs in novel material science. Since this project has 

many technical problems, in particular, feasibility of spin analyzers with a large solid 

angle, we will move ahead this project in incremental phases. In the first phase, a 

fan-type supermirror device will be used as the analyzer, meaning that the energy range 
is focused below h ~20 meV. The second phase, by developing SEOP or MEOP 

analyzers, we will be able to observe excitations in Ei~100 meV region. We also aim at 

observing in Ei~300 meV region in the final phase. For arriving at higher energy regions, 

with high stability, a SEOP type polarizer will be used from the first stage, which is 

now developing under collaborations with JAEA. Basic performances as a conventional 

chopper spectrometer have been estimated: the polarized neutron flux obtained by a 
SEOP filter is expected to be 1.1 105 [n/s/cm2/meV] at 100 meV and energy resolution 

to be E/Ei~5 % under the optimized condition. One of the characteristic points of this 

project is cross correlation method by which incident beams with many different Ei can 

be used at once. Thus much enhancement of efficiency will be expected, while 

resolution and analytic accuracy of profile will be partly lost. 



─ 97 ─

P – 71

 
In-Situ SEOP 3He  

 
1*, 1, 1, 2, 2, 2,  

2, 2, 3, 3, 3,  
4, 4, 4, 5, L-J.Chang67 
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[1] H.Kira et al., PhysicaB 406 (2011) 2433. 

1 In-situ SEOP 3He
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   Fig. 1 
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J-PARC  
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J-PARC/MUSE Ultra-Slow Muon Beamline 
 

P. Strasser12*, S. Makimura12, Y. Ikedo12, J. Nakamura12, T. Nagatomo12, R. Ohkubo1,  
K. Nishiyama12, K. Shimomura12, A. Koda12, N. Kawamura12, H. Fujimori12,  

W. Higemoto32, R. Kadono12, and Y. Miyake12 
 

1Muon Science Laboratory, High Energy Accelerator Research Organization (KEK)  
2Muon section, Material and life science division, J-PARC Center 

3Advanced Science Research Center, Japan Atomic Energy Agency (JAEA)  
 
At the J-PARC Muon Science Facility (MUSE), which is located in the Materials and 

Life Science Facility (MLF) building, we are now constructing a new ultra-slow muon 
beamline to extend the scope of the SR technique from bulk material to thin films, 
multi-layers, surfaces and extremely small samples. The soon to be completed 
Super-Omega muon channel (U-Line) [1], which will produce the world strongest 
pulsed surface muon beam, will be used to generate ultra-slow muon beam. Low energy 
muons are produced by the re-acceleration of thermal muons regenerated by the laser 
resonant ionization of muonium atoms evaporated from a hot tungsten foil, a method 
that was originally developed at the Meson Science Laboratory of the High Energy 
Accelerator Research Organization (KEK) [2]. The re-accelerated beam (ultra-slow 
muon beam) has better energy resolution and space distribution compared to initial 
surface muon beam. 

The design of the ultra-slow muon beamline and the initial beam ion optics 
calculation will be presented. 

 
[1] Y. Ikedo, et al., this symposium.  
[2] K. Nagamine, et al., Phys. Rev. Lett. 74 (1995) 4811.  
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2 D1 
µSR (Ba,K)Fe2As2  

 
1,6*, 2,6, 3,6, 4, 4,6, 4,6,  

5,6, 5,6, 5,6, 5,6, 5,6 
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[1] H. Fukazawa et al., J. Phys. Soc. Jpn. 78 (2009) 083712. 

[2] K. Ohishi et al., J. Phys.: Conference Series, in press. 
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[1] M. Hashimoto et. al., Phys. Rev. B77 (2008) 094516. 

[2] T. Kondo et. al., Nature 457 (2009) 296. 

Fig1. 
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D1:

Ba(Fe1-xCox)2As2

 1*,  1,2,  1,  1,2,  1,2, 

 3,4,  3,4,  3,4

1, KEK 2, 3, JST-TRIP4

BaFe2As2 (Ba-122) Fe Co  (

) Ba K  (

)

[1]

/

Ba(Fe1-xCox)2As2

RAL-

x=0.06 110 K

 

( 1-a) 5 K 1:1

x=0.065

40 K

x=0.08

 ( 1-b)

x CaFe1-xCoxAsF

[2]

[3]

/

[1] A. S. Sefat, et. al., Phys. Rev. Lett. 101, 117004 (2008).
[2] S. Takeshita, et. al., Phys, Rev. Lett. 103, 027002 (2009).
[3] A. B. Vorontsov, et. al., Phys. Rev. B. 81, 174538 (2010).
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鉄ヒ素系超伝導体Ba(Fe1-xCox)2As2における超伝導と磁性

平石 雅俊1*, 門野 良典1,2, 宮崎 正範1, 幸田 章宏1,2, 小嶋 健児1,2, 
井深 壮史3,4, 南部 雄亮3,4, 佐藤 卓3,4

総研大1, KEK物構研2, 東大物性研3, JST-TRIP4

BaFe2As2 (Ba-122)はFeをCoで置換 (電
子ドープ)、またはBaをKで置換 (ホール
ドープ)することにより母物質の持つ磁
性が破壊され、超伝導が発現すること
が知られている[1]。超伝導と磁性相の
相境界付近における両相の共存/競合関
係を調べるため、Ba(Fe1-xCox)2As2の単
結晶試料を用いて理研RAL-ミュオン施
設において零磁場ミュオンスピン緩和
測定を行った。
　その結果x=0.06ではおよそ110 K付近
からミュオンスピン緩和が発達し始め 

(図1-a)、5 Kにおいておよそ1:1で超伝
導相と磁性相に相分離をしていること
が明らかになった。同様にx=0.065でも
およそ40 Kから発達する磁性相が存在
する一方で、x=0.08では磁性相が消失
するということが明らかになった (図1-b)。
磁性相の体積分率のx依存性はCaFe1-xCoxAsF

の結果[2]とはかなり異なっている。本発表
では他の鉄ヒ素系超伝導体の実験結果および理論計算[3]の結果と合わせて、磁
性相の共存/競合関係について議論する。

参考文献：
[1] A. S. Sefat, et. al., Phys. Rev. Lett. 101, 117004 (2008).
[2] S. Takeshita, et. al., Phys, Rev. Lett. 103, 027002 (2009).
[3] A. B. Vorontsov, et. al., Phys. Rev. B. 81, 174538 (2010).
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図 1: Ba(Fe1-xCox)2As2の零磁場µSR

　　時間スペクトル。
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[1] T. Onimaru et. al., J. Phys. Soc. Jpn. 79 (2010) 033704. 

[2] T. Onimaru et. al., Phys. Rev. Lett. 106(2011)177001 
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D1 
µSR NiTi  
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[1] J.Katsuyama et al., Sci. Tech. Adv. Mat. 5 (2004) 41. 
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